
苅尾（かりお）とは，広島県北広島町芸北にある山の名前です．
一般には臥竜山として知られていますが，地元の人たちは親しみをこめて「かりお」
の名前をつかっています．
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●八幡湿原おさんぽツアーのおしらせ

8 月より，湿原を歩くツアーを始めました．

ガイドさんが在館する日に開催し，当日参加のみ

の受け付けとなっております．通常は，週末を予定

しています．

午前の部　10:30
午後の部　14:00
参加費：100 円
定員：10 名
服装：歩きやすく肌の露出が少ない服装（長ズボン・
靴がのぞましい）・タオル・飲み物

湿原を中心に，一時間ほど歩きます．「芸北トレッ

キングガイドの会」のガイドさんから，いろいろな

お話を聞きながら，ゆっくり散策ください．



観　察　会　報　告

● 霧ヶ谷湿原 夏のいきもの観察会
開催日時：2013 年 6 月 29 日（土）9:30
講師：大竹邦暁・松田賢・和田秀次

夏を迎えつつある霧ヶ谷湿原で，いろいろな

生き物を観察しました．今回は，昆虫担当の松

田先生，植物担当の和田先生と私（大竹）の３

人で，虫と草花に的を絞った編成です．

今年も自然館を出発してすぐのススキ草原

で，たくさんのウラギンヒョウモンを見つけて

足を止めました．草刈りされた草原に生えるた

くさんのスミレが幼虫の食草に，そのまわりの

ミヤコイバラ，ノアザミなどが成虫の吸蜜植物

になって，多くの個体を維持しているのでしょ

う．

草原の入り口のウツギでは，大きなミヤマカ

ラスアゲハが吸蜜していて目を引きました．幼

虫は，近くにもあるキハダやイヌザンショウの

葉を食べるそうです．

草原の奥に進むと，周りの樹林からハルゼミ

の合唱です．その中に疎らに「ショウキン・ショ

ウキン・ショーケケケケケー」と混じるエゾハ

ルゼミの声が聞こえました．（“聞きなし”は松

田先生に拠ります．）

草原がカラコギカエデやカンボクからなる灌

木林に移る辺りから，水
むなくとだに

口谷湿原に入りました．

この湿原は，ずっと人の手が加えられないまま

植生遷移が進み，今では高さ 15 ｍのハンノキ

林となっています．水浸しの地面からまっすぐ

な幹がスッと天井まで生えそろい，疎らなヨシ

やハンカイソウ，タンナトリカブトが生える薄

暗い林床には，アサヒナカワトンボと，木漏れ

日の中にヒロシマサナエが縄張りを張っていま

した．

霧ヶ谷湿原では，クサレダマやサワヒヨド

リ，トモエソウといったカラフルな花は，少し

時期が早くつぼみでした．一方，マアザミのロ

ゼットやアブラガヤに囲まれた明るい水たまり

にはシオヤトンボ，細流にはゴウソやオニスゲ

にハッチョウトンボ，グンバイトンボが集まり，

小さな池にはフトヒルムシロや希少種のナガエ

ミクリが独特な花を咲かせ，モリアオガエルの

卵塊が転々と見られる，という様々な湿原の姿

に応じた生き物を目にしました．圧巻だったの

はモリアオガエルの卵塊の数で，池のあちこち

に 20 個もありました．

帰りは時間に追われつつ，道すがら見つけた

ヤマナメクジやアオダイショウを冷やかしなが

ら道を急ぎました．

まとめの時間は，再生後に混沌としていた

霧ヶ谷湿原の中に，様々な生態系が形作られて

きたことを振り返って解散となりました．秋の

観察会では，また，新しい生態系が見つかるか

も知れません．楽しみです．[ おおたけくにあ

き ]

車道で見つけたアオダイショウ．

湿原へ向かう途中でも，たくさんの動植物が観
察された．
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【みなさんの印象に残った物】

「チョウがたくさんいた」「和田先生の話で，

湿地を再生させたら埋土種子が発芽し，自然と

湿地の植生に変化していったということが，興

味深かったです」「ヒメシジミ，グンバイトン

ボなど，めずらしい虫を多く見れた．アオダイ

ショウを初めて近くで見た」「植物，昆虫，鳥と

はば広く勉強できた」「Identifying different 

insect species in wetland ecosystem」「蛇を

さわれたこと，ヤマナメクジを持ったこと」「オ

オミズアオの幼虫．湿原の再生はなかなかむず

かしいのだと思いました」「アサヒナカワトンボ

のオスとメスの違い．マムシグサの性別の見き

わめについての話（2）」

【参加したみなさんの感想（抜粋）】

「花が少しすくなかったです」「植物もそうで

すが，カエルの卵やグンバイトンボや，他にも

ふだん見れない生きものがたくさん見られまし

た」「天気よく，さわやかに観察できて楽しかっ

た（2）」「とても充実した観察会でした」「昆虫

の観察はほとんどしたことがなかったですが，

新鮮で楽しかったです」「got more interesting 

information about some rare insect species 

and also some plant species」「普段は，虫や

植物の名前も分からず見ているだけでしたが，

先生方の解説を聞かせていただくことができて，

勉強になりました」「色々な植物やトンボなどを

見ることができ，解説も分かりやすく，すごく

楽しめました．ありがとうございました」

白く，大きく広がった中脚と後脚が特徴的なグ
ンバイトンボ．

白い花を咲かせるササユリ．顔を近づけると，
強い香りを出しているのが確認できた．

堤の近くで一休み．木陰と沢のお陰で，日中で
も涼しく過ごせる．

オカトラノオはつぼみの状態．開花までもう少
し．
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観　察　会　報　告
● ブッポウソウの観察会

開催日時：2013 年 7 月 15 日（月・祝） 9:30
講師：上野吉雄・松田賢

芸北ではもうお馴染みになった夏鳥，ブッポ

ウソウの観察会を行いました．呉，浜田，萩な

ど遠くからも参加いただき，24 人と大勢での

観察会になりました．

フィールドに出る前に，二人の先生からブッ

ポウソウについての講義を受けました．上野先

生は，主に繁殖や育雛に関わる行動について，

松田先生はブッポウソウの食性についてのお話

しでした．西日本のブッポウソウは，木の電柱

に巣をつくる習性を獲得したものの，電柱がコ

ンクリートに変わっていったために巣を作るこ

とができなくなったそうです．越冬地である東

南アジアの森林が開発されて，環境が変わった

ことも減少の要因として考えられるそうです．

こうした中，広島県では巣箱の設置によって繁

殖を助ける活動が成功し，全国的に見ても有数

の繁殖地になっているそうです．

室内でのレクチャーをしっかり聞いてから，

巣箱を設置している場所を 2 箇所，見学しま

した．いずれの場所も，巣箱での育雛が確認さ

れている場所です．1 箇所目は駐車場の中に設

置された巣箱です．親を刺激しないように，広

い駐車場の端で見学しましたが，なかなか親が

現れません．やはり，大勢の人を警戒している

ようです．ほどほどで諦めて，次のポイントに

向かいました．事務局が最後に出発したのです

が，みんなが居なくなるとすぐに，親鳥が帰っ

てきました．やはり，警戒して待っていたよう

です．

2 箇所目は，観察場所と巣箱の間に水田があ

り，かなり距離がある場所です．ここでは，巣

箱の周りにも，そして反対側の山にも，ブッポ

ウソウの姿を見付けることができました．参加

者からは，濃紺の体と真っ赤なくちばしを見て

「きれい！」と感激の声が上がっていました．

しばらく観察していると，巣箱に餌を運ぶ行動

を２回確認できました．親が巣箱に留まるのは，

本当にわずかな時間でした．

最初のポイントではどうなることかとヒヤヒ

ヤしましたが，採餌行動までしっかりと観察で

はじめに，室内でレクチャーを受けた．子ども
もたくさん．

「ブッポウソウが食べる昆虫」の標本を，松田先
生が持ってきて下さった．

きました．また来年，巣立った雛が帰ってきて

くれると良いですね，という言葉で観察会を終

えました．[ しらかわかつのぶ ]

ブッポウソウは，主にコウチュウを食べる．
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【みなさんの印象に残った物】

「食べ物をくわえて飛んでいったこと」「写真

ではなく，本物を見られた．高価なフィールド

スコープだと見え味も違うものなんですね」「何

度もきれいなブッポウソウがみれた事（3）」「ブッ

ポウソウのくちばしと足が赤くてとまっている

姿可愛らしかったこと」「ブッポウソウのつがい」

「私達にとって臭いカメムシも食べること」「ブッ

ポウソウの飛んでいる姿が美しかった（6）」「生

態などがわかってよかった」「講義の中で渡り鳥

が星座を読むことができるなどの特性について

の説明」

【参加したみなさんの感想（抜粋）】

「かわいいところがたくさんあっておもしろ

かったです」「観察できる場所まで連れていって

いただいてありがとうございました」「ありがと

うございました」「色々な説明をしていただき

ブッポウソウという鳥がわかった」「美しい鳥を

見ることができ，楽しかったです（5）」「飛ぶ姿

がきれいでした」「巣箱に出入りするのが見られ

てよかった」「有意義なイベントでした」「観察

前のお話でいろいろ知識を得られたのがよかっ

た（2）」「初めてブッポウソウを肉眼で見て感激

した（2）」

巣箱に泊まる直前の親鳥．羽がキレイ！

2番目の観察ポイント．空き家の近くに掛けられて
いる巣箱．ここではしっかりと姿を確認できた．

最初の観察ポイント．ジッと見守るけれど（見守
るから？）親鳥は現れなかった．

巣箱近くの電線にとまる親鳥．くちばしの赤がよ
く目立つ．
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観　察　会　報　告
● 夏休み親子観察会

開催日時：2013 年 7 月 21 日（土） 9:30
講師：岩見潤治・佐久間智子

子ども達の待ち望んでいた夏休みになりまし

た．高原の自然館では親子で水生昆虫を観察で

きる観察会を実施しました．

講師は岩見先生，佐久間先生です．参加者は

25 名と多く，にぎやかに開催されました．

観察会の場所は霧ヶ谷湿原の上流部の堰で

す．水がとっても冷たくて，きゃーきゃー言い

ながら川に入り，石の裏や，水の中にすむ水生

生物を調査しました．

まず注意事項を聞き，佐久間先生より霧ヶ谷

湿原の成り立ちを教えていただきました．その

後上流部と下流部に分かれ，場所によりいきも

のの違いがあるかどうかや，今までの記録の比

較で，水生生物の分布も考えることとなります．

いきものをつかまえるのも楽しいのですが，そ

れを分類するのも楽しくて，じっくり観察する

チャンスです． 

岩見先生に詳しい説明をしていただきまし

た．ムカシトンボのヤゴやヘビトンボの幼虫，

石や葉っぱですみかをつくるトビケラの仲間な

ど普段なかなか目にしないいきものに出会え

て，大人も子どもも盛り上がりました．

岩見先生によると，今回確認できた種は魚や

カエルも含めると 27 種だったそうです．昨年

までのデータと比較すると，下流部の種数が増

加傾向にあることから，霧ヶ谷湿原の湿地化が

進んでいるようも感じられる，とのお話もあり

ました．

最後に生態系についてのお話もありました．

自分が気に入ったいきものの絵をコップに書い

て，並べてタワーを作ります． もし，川の環

境が壊れて，ひとつのいきものがいなくなった

ら・・と下段のコップを抜き取ります．そうす

ると，どうなるか？ 子ども達はしっかりと考

えているようでした．芸北の山の水が川に集ま

り，最後には瀬戸内海に流れでる，という大き

なお話を岩見先生がしてくださいました．

小さな小さないきものを観察したことが，わ

ずかでも自然環境への関心につながってくれた

らと思います． [ こうのやよい ]

霧ヶ谷湿原について説明をされる佐久間先生．

岩見先生から諸注意を受ける．怪我をしないよう
気をつけよう．

川辺にとまっていたハグロトンボ．
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見つけてきた生き物達をシャーレに移す．移した後
は好きな生き物を紙コップに描いた．

ゲンジボタルの幼虫．

木の枝についている生き物を探す． 積み重ねた紙コップを生態系に見立てて解説をされ
る岩見先生．

【みなさんの印象に残った物】

「いろいろな水の生き物がいておどろきまし

た（3）」「ホタルの幼虫が見れてよかった」「め

ずらしい生き物も見られて良かったです」「川

の生き物を捕まえたこと（7）」「普段は見られ

ない生き物が見れた」「生きものを見つけては，

大人も子どものように楽しんでいる様子が印

象に残りました」「紙コップに生き物の絵をか

いて自然の説明してくれて分かりやすかった

です（2）」「ムカシトンボがとれたところ」「生

き物の種類が多かったこと」「川の石をひっく

り返すだけで，たくさんの生物が観察できま

した」

【参加したみなさんの感想（抜粋）】

「ずっと虫とりあそびをしたい気持ちです」

「いろいろな水中昆虫が見れた」「普段経験で

きない貴重な体験ができました」「楽しかった

です（5）」「子ども達もイキイキと楽しんでい

ました．自然再生を実感できるすばらしい取

組みだと思います（2）」「絶滅危惧種を見れて

うれしかった」「来て良かったです（2）」「田

舎にいても，なかなか生物について勉強する

ことがないので，良い体験ができました」「川

の生き物をさがしたのが楽しかった」「またや

りたい」「小学生の子どもでしたが，同定作業

ができて，とても良かったです．小学生でも

できるものですね」「川の水がつめたかったで

す」
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観　察　会　報　告
● カワシンジュガイ探検隊

開催日時：2013 年 7 月 28 日（土） 9:30
講師：内藤順一

早朝からお天気の心配がされたカワシンジュ

ガイ探検隊ですが，内容を一部変更し，開催さ

れました．

今 回 は ひ ろ し ま NPO セ ン タ ー と の 共 催

で， 全 国 47 都 道 府 県 で 開 催 さ れ て い る

SAVEJAPAN プロジェクトの一つとなります．

芸北文化ホールに集合し，雨がひどくならな

いうちに，講師の内藤先生の案内で，自生地を

見学に行きました．この場所は標高 650 メー

トルで，川の上流部です．川の奥には家もほと

んどありません．ここから下流部へ流れる川の

こう配がゆるやかで，カワシンジュガイの生息

に向いているとのことです．

川に降りるとすぐ脇の方にカワシンジュガイ

が見えました．地元では「立ちっ貝」といわれ

るように，体の半分ほどを砂に埋めた姿です．

他の地点でも 3 個体見つかりました．思った

より大きな貝に驚き，参加者は大きさや重さを

手で確かめていました．藤先生が網をひとふる

いすると，アブラボテも捕れました．アブラボ

テのメスは長い産卵管をカワシンジュガイにさ

しこみ，産卵するそうです．実物を見ながら解

説していただくとよりいっそう様子がわかりま

した．雨が降り続け，水温も低めだったので，

安全を考慮し，早めに川からあがりました．

その後室内で，カワシンジュガイの生態につ

いて学びました．カワシンジュガイの生活史，

生息地や分布，各地方での保護や調査の様子な

ど，長年研究をされている内藤先生ならではの

知見に基づく，楽しいお話を聞くことがででき

ました．

カワシンジュガイの稚貝の姿や，アマゴにつ

いたグロキジウム（幼生）の様子など，研究か

ら分かったことを，資料やビデオを使い，わか

りやすく解説してくださいました．中でもアマ

ゴの放流をし，カワシンジュガイの保護をされ

ているお話は，感激しました．

これからもカワシンジュガイの姿がなくなる

ことがないように，と思いました．

少人数での開催だったので，カワシンジュガ

イをしっかり観察したり，標本を使った丁寧な

解説をしていただきました．

教えていただいたことをしっかり身につけ

て，滝山川本流でのカワシンジュガイの探検を

来年に期待したいです．[ こうのやよい ]

※今回の観察会は，広島県および北広島町に許
可を得て行ないました．

当日の天気は雨．予定を変更して，先に川へ行く
ことになった．

今回は SAVEジャパンプロジェクトの一つとして
開催された．
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アブラボテも見つかった．

実際に持ってみるとかなり大きいことが分かる．

カワシンジュガイを発見．川底に立っている姿を
観察する．

カワシンジュガイの標本．採取された年と場所が
記されている．

【みなさんの印象に残った物】

「カワシンジュガイが努力によって増えたと

いうこと」「生息域が少ない事」「子どもが積

極的に川に入れた」「カワシンジュガイの大き

さと年齢が見た目とは違うこと．狭い場所に

けっこうたくさんいること（保護の成果です

ね）」

【参加したみなさんの感想（抜粋）】

「雨がふったら，またの機会をたのしみにす

ればいい．またやって下さい」「大変勉強にな

りました」「天候不良で残念」「雨で川での活

動ができなかったのは残念ですが，本物を見

ることができて良かったです」

川での観察の後，生態についての講義を受ける．

－ 8 － － 9 －



観　察　会　報　告

● 千町原　夏の保全活動
開催日時：2013 年 8 月 3 日（土）8:30

日本各地で水害のニュースが駆け巡る 8 月と

なりました．ここ八幡もお天気が悪く，草刈り

の開催も心配されましたが，当日は曇り．蒸し

暑くなりそうな天候です．とはいえ，標高 800

メートルの高原とあり，市内から来られた方よ

り「涼しい！」との声が多く聞かれました．

山麓庵に集合し，ゼッケンを受け取り自分の

班を確認します．今回の参加者は 38 名．いつ

もより少ないですが，7 班に分かれました．チェ

ンソーと草刈り機を使用するため，特に安全管

理の説明は力が入ります．みなさん真剣な表情

で聞き入ってくださいました．その後いよいよ

作業にとりかかります．

今回はオオハンゴンソウの除去および，低木

の伐採です．オオハンゴンソウは高木さんがト

ラクターでどんどん刈ってくださいます．刈っ

た後は草集め班が集め，小積みにしていきます．

やぶになってる場所を草刈り機班が隊列を組

んで刈っていきます．今回前さんより，草刈り

のフォーメーションを実演していただきまし

た．３人一班で安全にかつスムーズに刈れる方

法を実践したところ，整然と草刈りが進んでい

きました．

低木もチェンソーで切り，整理しました．加

えて，新たにはらっぱー大根・はらっぱ米を作っ

ている坂井さんの畑に，刈った草を持ち出しま

した．これで秋においしい大根とお米が育つこ

とでしょう．

午前中のわずかな時間でしたが，参加者みん

なの力で草原を取り戻すための作業ができまし

た．一方で，切った木，刈った草の用途・片づ

け方法という大きな課題も残りました．

午後からは新たな試みとして，希望者 16 名

で「千町原を語る会」を開きました．白川学芸

員をファシリテーターとし，ワークショップの

方法で会は進行されました．

「千町原の課題」「課題解決の方法」「千町原

でかなえたい夢」「今日の感想」をグループで

考えます．初参加の方からリピーターの方まで，

様々な意見がでました．共通することは「千町

原をよい草原に維持したい」ということです．

新しい草刈り機をはりきって使う佐伯さん．

オオハンゴンソウの見事なお花畑．今日の作業は
この場所の草刈り．

この思いを持ちながら，息の長い活動にしてい

きたいな，と改めて考える機会となりました．

草原保全活動のお楽しみは，草を刈って終わ

りではありません．刈った後を眺め，「よく刈っ

たなぁ」と作業の範囲を眺めたり，草原のたた

ずまいを感じたり，写真をとったり，ゆっくり

歩いたりと楽しみ方は多様です．

さあ，次は秋の草刈りです！ [ こうのやよい ]

－ 10 － － 11 －



ブルーシートを使って草運び．

今回の参加者で記念撮影！

休憩時間，刃の目立てをする二宮さんの手つきに
見入る参加者．

刈った草を集めて小積みにしていく．

千町原の地図をみながら，未来を語る．

お昼ご飯は山麓庵で．縁側が涼しい！

－ 10 － － 11 －



高原の自然館（こうげんのしぜんかん）
〒 731-2551 広島県山県郡北広島町東八幡原 119-1
tel. & fax：0826-36-2008
http://shizenkan.info/
staff@shizenkan.info

記事に関するお問い合わせ，観察会のお申し込み先
（ご意見・ご感想もお待ちしています）

－ 12 －

観　察　会　案　内

●霧ヶ谷湿原秋のいきもの観察会
開催日時：2013 年 9 月 15 日（日）9:30
集合場所：高原の自然館
講師：岩見潤治・大竹邦暁・松田賢・和田秀次
準備：基本セット
定員数：30 名
参加費 : 一般：300 円，賛助会員：100 円　　
　　　　中学生以下：無料

日差しが柔らいだ霧ヶ谷湿原で，今年最初の

秋の訪れを体感してみませんか．夏の白や黄色

の花に代わって，風にたなびくススキの穂を背

景に，赤や紫に湿原を彩るマアザミやツリフネ

ソウなどの秋の花が，アカトンボの仲間と共に

迎えてくれます．再生後間もない湿原は毎年変

化を続けています．新しい生き物に出会えるか

も知れません．

●霧ヶ谷湿原の植生調査（秋）
開催日時：2013 年 9 月 21 日（土）9:30
集合場所：高原の自然館
講師：大竹邦暁・佐久間智子・白川勝信
　　　和田秀次
準備：作業セット
参加費：無料

夏に続き，秋も植生調査を行います．皆さん

の調査結果が，湿原を評価するデータになりま

す。実りの時期ですので，植物の特長が分かり

やすくなっています．観察会とはちがった視点

で植物を見つめてみませんか．植物の見分け方

や名前の由来を説明しながら調査をしますの

で，初心者の方もお気軽にご参加下さい．

観察会に参加される時には，次のようなものを持参してください．カメラ，

双眼鏡，ルーペ，図鑑などもあれば，楽しいと思います．

基本セット：山を歩ける服装，雨具，飲み物，おやつ，筆記用具，メモ帳
作業セット：作業ができる服装，長靴，軍手，雨合羽，飲み物，おやつ

連日の暑さのためか，水槽展示のカスミサンショウウ

オが水の中に潜っていることが多くなってきました．

水の中から顔を出してこちらを見つめる仕草はとて

も可愛らしいです．自然館の回りではマツムシソウ

やカワラナデシコ，ユウスゲなど，華やかな中に涼

を感じる花々が咲いています．先日はアサギマダラ

にも出会えました．花の上で優雅に翅を広げた姿は，

時間を忘れて眺めてしまうほどの美しさでした．（あ

りみつ）

● サツキマス保全の試み（1）産卵床作り
開催日時：2013 年 9 月 28 日（土）9:30
集合場所：八幡高原センター
講師：内藤順一
準備：基本セット，長靴，雨具
定員数：30 名
参加費：無料
※ 損保ジャパンの後援により実施します

北広島町八幡地区には聖湖からサツキマス

降湖型が，10 月上旬に還ってきます．しかし，

集落には農業堰が多く，上流には行けません．

そこで，溜まっている個体を採捕し，上流へ運

びますが (10 月 6 日に予定 )，上流域は水量が

少なく，水深が浅くなり，また，アオサギが狙っ

ているために，なかなか産卵まで至らないのが

現状です．今回，繁殖リスクを軽減させるため

に，産卵床を人力で整備します．自分の作った

産卵床にサツキマスが産卵するかもしれません

よ．


